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要約 : 本研究では コンクリト舗装で行った FWD試験から コンクリト版の弾性係数を固定した場合
と変動させた場合の ,つの解析条件で舗装各層の弾性係数の逆解析を行った そして 逆解析結果の妥当性
を検討するために コンクリト版曲げ応力の実測値と解析値とを比較した その結果 コンクリト版の
弾性係数を固定した逆解析手法が有効であることが確認された
キワド : FWD コンクリト舗装 たわみ 弾性係数初期値 逆解析 レジリエントモジュラス 曲げ
応力 温度勾配
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は じ め に
舗装の構造評価に非破壊試験機のひとつである Falling
Weight Deﬂectometer 以下 FWD を用いた方法があ
る これは 舗装表面に衝撃荷重を与えそのときの応答た
わみを測定するものであり 欧米諸国において先駆的な研

















は路盤 K値 Boussinesq, Burmisterモデルでは弾性係数
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所においてはひとつの試験区を対象に +331年 2月 0日か
ら 1日にかけて +時間毎に ,.回測定し 平泉バイパスで
は /*枚のコンクリト版を対象に各 +回ずつ測定してい














る この弾性係数初期値について AASHTO America
Association of State Highway and Transportation O$-
cials : アメリカ合衆国州政府道路交通運輸担当官協会 は







行いその結果を比較した ひとつは 表 +に示す
AASHTOの推奨値を各層の弾性係数初期値として 舗装












逆解析プログラム BALM ’33 Back Analysis for Layer
Moduli ’33 を使用した この逆解析プログラムの特徴と
して 舗装各層の間のすべりを考慮した構造解析を行う軸
対称多層弾性解析ソフトAAMES Analysis of Axisym-
















性係数を図 .に 路盤 路床の弾性係数を図 /に示す ま
た 平泉バイパスでのコンクリト版 アスファルト中間















図 0に示すように 平泉バイパスについても Ec変動の
場合 コンクリト版の弾性係数が非常に大きな範囲で変




















図 . コンクリト版弾性係数 土木研究所 図 / 路盤路床弾性係数 土木研究所
図 0 コンクリト版As中間層弾性係数 平泉バイパス 図 1 路盤路床弾性係数 平泉バイパス
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MR/.+-q*.1/, 
ここで MR : レジリエントモジュラス MPa
q : 主応力和 s+,s- kPa
 レジリエントモジュラスとの比較結果
レジリエントモジュラスと路盤弾性係数の比較結果を図
2, 3に示す なお 図 2, 3は主応力和を横軸に 弾性係数






































し 表 -に示した解析条件で式に示す BRADBURYが提
案した温度応力推定式+により コンクリト版中央部の
温度応力を推定したところ 日中では +..MPa程度の値が














ここで st : 温度応力 MPa
Ec : コンクリト版弾性係数 MPa
a : 線膨張係数 
図 2 路盤弾性係数と主応力和の関係 土木研究所 図 3 路盤弾性係数と主応力和の関係 平泉バイパス
図 +* コンクリト版の曲げ応力
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る/, 0 そこで 逆解析弾性係数を用いて算出された曲げ応
力のうち上下面の温度差がない状態 午前 0時から 2時
における曲げ応力をピックアップし 載荷実験で測定され
た曲げ応力と比較した なお 実測の曲げ応力は 埋込み
ゲジにより測定されたひずみに室内実験から得られたコ
ンクリトの弾性係数を乗じて算出した これを図 ++に




















定する式 以下 Tang式 を提案している 温度勾配とは
コンクリト版上下面の温度差をその版厚で割ることによ
り求まるコンクリト版の厚さに対する温度差の変化量で




















ここで TG : 温度勾配 cm
TS : 舗装の表面温度 
Y : 日平均気温 
X : 測定時間 +から ,.
H : コンクリト版の厚さ cm
 温度勾配推定式の検証
TANGらの提案した温度勾配推定式の精度を検証するた
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Study on Structural Evaluation of
Concrete Pavements using FWD Deﬂections
By
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Summary : In this study, the back calculations of layer elastic moduli under two analytical conditions
were carried out using the results of FWD test on concrete pavements. One was under the condition
that the elastic modulus of concrete slab was ﬁxed and the other was varied. In order to examine the
validity of those results, the analytical stresses and the experimental stresses under the bending
condition of concrete slab were compared. Consequently, it was conﬁrmed that the back calculation
method under ﬁxed condition of concrete elastic modulus was e#ective.
Key Words : FWD, concrete pavement, deﬂection, initial value of elastic moduli, back calculation,
resilient modulus, bending stress, temperature gradient
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